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政策経営部長
市川 常雄

■次期5ヵ年計画の策定
■未来づくりプロジェクトの推進
■公共施設等総合管理計画（実行計画）
の策定

経営改革室長
榎本 悦次

■新5ヵ年計画の着実な推進
■次期5ヵ年計画行政経営改革プランの
策定

■事務事業見直し

広報担当部長
谷 博夫

■シティプロモーションの推進（『まちだ
自慢』推進計画の実行）

■適切な広報手段を選択し、テーマや状
況に即した情報を提供
■組織的な情報発信力向上

総務部長
西澤 哲郎

■「めざす職員像」の実現
■特定事業主行動計画に基づく、ワーク
・ライフ・バランスの実現
■次期5ヵ年計画期間における定数適正
化計画の策定

経済観光部長
笠原 道弘

■町田薬師池公園四季彩の杜観光拠点づ
くり
■創業者支援の推進
■（仮称）「観光まちづくり計画」の策定

北部丘陵担当部長
荻原 康義

■北部丘陵活性化計画アクションプラン
の策定
■山林の活用方針の作成
■都道155号線の整備及び管理計画（案）
の策定

環境資源部長
小島 達也

■第二次町田市環境マスタープランの推
進と、後期アクションプランの策定

■家庭系ごみ・事業系ごみの減量と資源
化の推進

■持続可能なエネルギー事業の促進

循環型施設建設担当部長
田後 眞人

■建設地周辺住民との協働による施設整
備の検討

■熱回収施設等の建設事業者の選定
■ビン・カン等、資源ごみ処理施設の設
備の検討

情報システム担当部長
熊坂 惠司

■社会保障・税番号制度への対応
■システム評価の推進
■情報セキュリティの向上（インターネ
ット、電子メールのセキュリティ対策）

財務部長
馬場 昭乃

■健全で持続可能な財政の確立
■管理会計機能の強化とわかりやすい財
務情報・財政状況の公表

■市有財産の適正管理・有効活用

営繕担当部長
西村 正明

■中期修繕計画の推進と見直し
■学校施設整備による教育環境の向上
■業務執行体制の見直し

税務担当部長
市川 二郎

■収納率の維持・向上
■強制徴収公債権の一元化の実施
■償却資産課税客体の適確な把握

建設部長
楠本 啓二

■都市計画道路の整備
■幹線道路の渋滞緩和
■駅周辺施設の整備

都市づくり部長
宗田 隆由

■南町田駅周辺地区のにぎわいある拠点
づくり
■町田薬師池公園四季彩の杜の魅力向上
■多摩都市モノレールの延伸検討

都市整備担当部長
須原 和男

■町田駅周辺のまちづくりの推進
■鶴川駅周辺街づくりの推進
■相原駅西口の生活中心地形成

下水道部長
大場 信吾

■下水道整備の促進による良好な生活環
境の実現

■下水道事業の安定した経営の促進
■施設の耐震化などによる災害に強いま
ちづくり

市民部長
内山 重雄

■「さわやか窓口」の推進
■老朽化した地域センターの建て替え及
び建て替え準備

■市民部施設中長期マネジメント方針の
検討

市民協働推進担当部長
持田 勝正

■地域の担い手を育成する新たな支援施
策の調査・分析

■第3次男女平等推進計画の進捗確認と
次期計画の策定

■安心した消費生活を目指した関係団体
との連携強化

防災安全担当部長
福田 均

■防災対策の基本となる、町田市地域防
災計画の修正による災害対応力の充実
■地域防災活動をけん引できる自主防災
リーダーの育成
■官民協働のパトロール隊による防犯活
動の実施

文化スポーツ振興部長
田後 毅

■東京オリンピック・パラリンピックキ
ャンプ地招致
■（仮称）国際工芸美術館管理運営準備、文
化芸術ホールの基本的な考え方の策定
■国際版画美術館や博物館の魅力ある展
覧会の開催

会計管理者
藤田 明

■会計事務システムの再構築
■管理会計機能の強化
■資金管理計画に基づいた効率的な資金
管理

市民病院事務部長
亀田 文生

■経営状態の安定化
■患者満足度の向上
■災害拠点病院としての機能強化

医事調整担当部長
関口 高史

■新公立病院改革プランの策定
■地域医療連携の推進
■病院機能評価受審準備の推進

議会事務局長
古谷 健司

■議場見学の推進
■議会報紙面の充実
■新たな情報発信の検討

地域福祉部長
須﨑 信孝

■医療的ケアが必要な重度障がい者の通
所施設整備支援

■市民後見人育成の推進
■生活困窮者に対する相談支援体制の充
実

いきいき生活部長
堀場 淳

■新しい介護予防・日常生活支援総合事
業の円滑な移行

■データヘルス計画の策定
■介護度改善に伴うインセンティブ事業
の実施

保健所長
広松 恭子

■出産・子育てしっかりサポート事業~
ゆりかご・まちだ~の実施
■いのち支える総合相談会など自殺防止
関連事業の推進
■困難を抱える若者の相談・支援体制の
充実

子ども生活部長
小池 晃

■保育所整備の推進と保育所待機児童の
解消
■子どもの「居場所」整備の推進
■子育て世帯の自立応援プロジェクト
（子どもの貧困対策）

選挙管理委員会事務局長
古屋 中

■迅速な選挙情報の提供
■参院選に向け、投票行動につながる啓
発事業の実施
■若年層に向け、出前講座やSNSを活用
し、投票行動につながる啓発事業の実
施

監査事務局長
高橋 修一

■財務監査におけるリスクアプローチ
■監査事務の委託による監査報告書の質
の向上
■「都市監査基準」に準拠した監査の実
施

農業委員会事務局長
荻原 康義

■農地利用最適化
■農地利用集積円滑化事業による農地の
あっせん

■地域に密着した農業活動の支援

学校教育部長
𠮷川 正志

■学校施設・設備整備の計画的推進
■小・中学校が連携した教育の推進
■児童・生徒の学力・体力の向上に向け
た取り組みの実施

生涯学習部長
北澤 英明

■地域づくり型生涯学習の推進
■文化財の保存と活用の促進
■図書館利用者の拡大

市の部長が、各部の目標とその実現へ向けた取り組みをまとめ、「仕事目標」を作成しました。
2016年度の「仕事目標」の中から、主な取り組み項目をご紹介します。 問経営改革室辺724・2503返050・3085・3095
　“部長の「仕事目標」”は、市の幹部職員がそれぞれの部の組織の目標を
示し、目標達成へ向けた取り組みを進め、年度末にはその成果を評価して
いくものです。
　部長の「仕事目標」は、私と幹部職員との約束であるとともに、市民の
皆様と私との約束でもあります。2016年度は、特に他の自治体との比較

を強く意識して、部長の「仕事目標」を策定しました。市政運営の視点で
ある「選ばれる町田」を実現するため、マネジメントのスピードアップを
図るとともに、社会情勢や環境の変化に伴う緊急課題へ柔軟に対応してま
いります。
 市長　石阪　丈一

～市民から信頼される
市政を目指して2016年度　部長の「仕事目標」

2016年度のすべての取り組み項目、
及び詳しい内容については、町田市ホ
ームページで公開しています。

　部長は、年度当初にその年度の
目標を設定し、中間期に取り組み
の進捗状況、年度末に取り組みの
成果を確認し、評価を行います。
　各段階において、市長がその内
容を確認します。 市長確認

目標設定 中間確認 成果確認
自己評価➡ ➡

⬆⬇⬆⬇
⬆⬇

部長の仕事目標の流れ
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町
田
市
立
小
・
中
学
校

教
科
用
図
書
展
示
会

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
2

0
1
7
年
度
に
市
立
小
・
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
6
月
17
日
㈮
〜
7
月
6
日
㈬
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
教
育
セ
ン
タ
ー
2
階
資
料
室
・

展
示
室

問
教
育
セ
ン
タ
ー
辺
7
9
3
・
2

4
8
1
返
7
9
1
・
0
3
5
9

市
立
図
書
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
〜
特

別
展
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
―
時
空
を

超
え
た
旅
―
」

関
連
文
化
講
演
会

　

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

る
特
別
展
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
―
時

空
を
超
え
た
旅
―
」
を
解
説
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
同
展
（
6
月
21

日
〜
9
月
19
日
開
催
）
の
招
待
券

を
1
人
1
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

日
7
月
2
日
㈯
午
後
2
時
開
演

場
中
央
図
書
館

講
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
企
画
部

・
白
井
克
也
氏

定
1
1
7
人
（
申
し
込
み
順
）

申
6
月
16
日
正
午
〜
27
日
に
電
話

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
7
2

4
・
5
6
5
6
）
へ
（
申
し
込
み

は
2
人
ま
で
）。

　

今
年
は
平
年
よ
り
早
く
梅
雨
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季
の
野
鳥

は
、
子
育
て
の
最
中
で
、
ス
ズ
メ

や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
幼
鳥
を
連

れ
た
群
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

過
日
、
小
野
路
地
区
の
里
山
に

遊
び
、
夏
鳥
を
探
し
ま
し
た
。
キ

ビ
タ
キ
の
囀さ

え
ず
り
が
聞
こ
え
、
オ
オ

ヨ
シ
キ
リ
も
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
ヨ

シ
原
で
盛
ん
に
囀
っ
て
い
ま
し

た
。
谷
戸
の
田
ん
ぼ
で
は
キ
ジ
の

オ
ス
や
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
に
も
出

会
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
の
谷
戸

田
も
田
植
え
が
終
わ
り
、
蛙か

え
る
の
合

唱
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
上

空
を
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
「
特
許
許

可
局
」
と
囀
り
な
が
ら
横
切
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
末
に
、
小
野
路
の

「
小
野
路
宿
里
山
交
流
館
」
は
10

万
人
目
の
お
客
様
を
迎
え
ま
し
た

（
本
紙
1
面
参
照
）。
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
2

年
8
か
月
、
予
想
よ
り
早
く
来
訪

者
10
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

江
戸
期
に
あ
っ
た
6
軒
の
旅
籠

の
う
ち
の
一
軒
、
旧
角
屋
を
改
修

復
元
し
た
建
物
は
、
楓か

え
で
の
木
を
中

心
と
し
た
庭
の
風
情
と
も
ど
も
、

往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
こ
の
辺
り
の
里
山
を
散

策
に
訪
れ
る
人
々
に
、
好
感
を
持

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

加
え
て
、
地
元
の
人
々
が
構
成

員
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営

を
担
っ
て
い
て
、
訪
れ
る
人
に
笑

顔
と
お
い
し
い
食
事
（
小
野
路
う

ど
ん
は
、
と
て
も
お
い
し
い
だ
し

が
効
い
て
い
ま
す
）
と
新
鮮
な
地

元
の
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
こ
こ
の

特
徴
で
す
。

　

里
山
を
大
切
に
し
よ
う
、
と
は

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
町
田
市
の

内
外
か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
理

由
は
、
こ
こ
が
、
里
山
の
良
さ
を

具
体
的
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
貴

重
な
施
設
で
あ
り
、
お
も
て
な
し

を
心
が
け
て
い
る
運
営
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
辺
7
2
8
・
8
2

2
0
返
7
2
9
・
6
1
6
0

 

町
田
市
民
文
学
館

２
歳
児
あ
つ
ま
れ
外

「
夏
」
を
あ
そ
ぼ
外

　

年
齢
を
限
定
し
て
、
発
達
に
応

じ
た
絵
本
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
で

言
葉
に
親
し
み
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
6
月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
同
館
2
階
大
会
議
室

問
同
館
辺
7
3
9
・
3
4
2
0
返

7
3
9
・
3
4
2
1

町
田
市
農
業
研
修
事
業

夏
野
菜
収
穫
体
験

　

市
が
開
設
し
た
研
修
農
場
で

は
、
野
菜
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
農
家
を
支
援
す
る
援
農
者
等

の
育
成
を
目
的
と
し
た
農
業
研
修

（
2
年
間
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
度
か
ら
は
、
農
業
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
な
ど
を
目

標
に
、
フ
ォ
ロ
ー
研
修
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
研
修
生
が
育
て
た

夏
野
菜
を
収
穫
し
ま
せ
ん
か
。

※
新
鮮
野
菜
も
廉
価
で
販
売
し
ま

す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
7
月
3
日
、
17
日
、
31
日
、
い

ず
れ
も
日
曜
日
午
前
9
時
〜
11
時

（
予
定
）

※
雨
天
中
止
。

※
参
加
は
1
日
の
み
で
す
。

場
町
田
市
農
業
研
修
農
場
第
2
圃ほ

場
（
小
野
路
町
）

内
1
口
＝
ト
マ
ト
4
個
、
ナ
ス
6

個
、
ピ
ー
マ
ン
6
個
、
イ
ン
ゲ
ン

10
本
程
度

定
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
1
口
5
0
0
円
（
1
人
2
口
ま

で
、
保
険
料
込
み
）

※
口
数
は
当
日
伺
い
ま
す
。

申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
現
地
へ
の
交
通
手
段
（
駐
車

場
20
台
分
）
を
明
示
し
、
6
月
15

日
正
午
〜
22
日
に
電
話
で
イ
ベ
ン

ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
7
2
4
・
5
6

5
6
）
へ
。

問
農
業
振
興
課
辺
7
2
4
・
2
1

6
6
返
0
5
0
・
3
1
0
1
・
9

9
1
3ひ

な

た

村

【
ひ
な
た
村
科
学
ク
ラ
ブ
〝
ぷ
ち
〞

四
季
な
つ
の
巻
「
セ
ミ
の
生
き
方

〜
も
ぐ
っ
て
外
出
て
外
な
い
て
」】

対
市
内
在
住
、
在
学
、
在
園
の
5

歳
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
生
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
）

※
小
学
6
年
生
ま
で
参
加
可
能
で

す
が
、低
学
年
向
け
の
内
容
で
す
。

日
7
月
3
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

内
セ
ミ
の
貴
重
映
像
の
上
映
、
セ

ミ
の
鳴
き
声
の
聞
き
比
べ
、
昆
虫

博
士
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
世
界

最
大
の
セ
ミ
の
標
本
観
察
、
セ
ミ

の
抜
け
殻
工
作

講
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
有
賀
文
章

氏
、
ま
ち
だ
実
験
し
隊

定
24
組
（
申
し
込
み
順
）

費
1
組
3
0
0
円

申
6
月
11
日
午
前
10
時
か
ら
電
話

で
ひ
な
た
村
へ
。

【
創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募

集
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
〜

高
校
生

部
門
小
学
校
低
学
年
の
部
、
小
学

校
高
学
年
の
部
、
中
学
・
高
校
の

部作
品
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
Ｂ
4
縦
書
き
）
8
枚
以
内
（
表

紙
別
）、オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
る

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
作
品
の
著
作
権
は
町
田
市
に
帰

属
し
ま
す
。

審
査
員
映
画
作
家
・
大
林
宣
彦
氏
、

映
像
作
家
・
小
林
は
く
ど
う
氏

表
彰
部
門
ご
と
に
町
田
市
長
賞
1

編
、
教
育
長
賞
1
編
、
審
査
員
特

別
賞
1
編
、
ひ
な
た
村
賞
5
編

※
表
彰
式
・
発
表
会
は
2
0
1
7

年
2
月
5
日
に
行
う
予
定
で
す
。

申
規
定
の
応
募
用
紙
（
ひ
な
た

村
、
各
学
校
、
町
田
市
民
文
学
館
、

各
市
立
図
書
館
、
市
庁
舎
2
階
キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
有
り
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
作
品
に
題
名
・

ペ
ー
ジ
・
氏
名
を
明
記
し
、
作
品

2
部
（
コ
ピ
ー
可
）
を
9
月
10
日

ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
ひ
な
た

村
（
〒
194
―
0
0
3
2
、
本
町
田

2
8
6
3
）
へ
。◇

問
ひ
な
た
村
辺
7
2
2
・
5
7
3

6
返
7
2
1
・
9
0
8
6

　市内在住のピアニスト・山川瑠
璃子さんによる演奏です。
※直接会場へおいで下さい。
日6月21日㈫正午～午後0時50分
場市庁舎3階アトリウム
曲目エルガー：愛の挨拶、ショパ
ン：練習曲　作品10－12「革命」、
プロコフィエフ：「ロミオとジュ
リエット」からの10の小品　作
品75より〝モンタギュー家とキャ
ピュレット家〟　他（予定）
定76席（先着順、立ち見スペース有り）
※混雑時は鑑賞をお断りする場合があります。
問文化振興課辺724・2184返050・3085・6554

ご　

案　

内

催　
　
　

し

小野路の里山散策の際は、お立ち寄り下さい

ピアノコンサート 町田市役所

地産地ＳＨＯＷプロジェクト
in 催　

　
　

し

山川瑠璃子さん




